01/13/2004　経済数学II

以下のURLにアクセスのこと。

http://www.econ.keio.ac.jp/staff/ito/
●学期末レポートについて（緊急）

現在、学期末レポートの提出に関する情報が掲示されていない。本日中に、ホームページのほうに、提出情報をアップし、同時に学事センターのほうにも学期末試験中のレポート提出ボックスを確保するように依頼する。講義ノートのホームページを昼休み後に確認すること。

レポート課題自体は、来週の講義の範囲まで含むため、今週中にホームページに確定した課題をアップの予定。基本的には、授業で演習として提示したしたものがほとんど。（数題出して、７割以上解答していればA評価）

レポート関連は以上

前回は一般位相の簡単な基礎と凸集合の基礎の部分に入った。
復習：トポロジーとは、まず集合（数学的対象）をグネグネした伸び縮みするものとみなして、比較する分野。その基礎は、何が開集合か、何が閉集合かを定めることが大前提。

凸集合のほうは、トポロジーとも密接に関連するけれども、もっと強い概念。

定理7の証明の冒頭(1)から(2)ではなく、

(2)から(1)の間違い。

来週は、MFの定理を使って、オプションの価格を決定する金融工学の基礎の基礎を例示してみる。
